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開  会 

司 会： 皆様，お待たせしました。  

ただいまから「安心▷誇り▷挑戦  ひろしまビジョン」意見交換会，「ひろしまの未来を

語るin廿日市」を開催いたします。  

はじめに，本日ご参加の皆さんをご紹介いたします。  

湯﨑知事の右手側から，市里尚弘さんです。光井祐子さんです。大島久典さんです。

安村通芳さんです。早川幸江さんです。  

また本日は廿日市市長，松本太郎様にも御出席いただいております。また，広島県議

会員，山下智之様にも御出席いただいております。  

お忙しい中，誠にありがとうございます。  

この会の模様は，ユーチューブでライブ配信を行っております。  

通信回線の状況によっては，画像が乱れることもありますので御承知ください。  

また，県のフェイスブックを通じて，ライブ配信を御覧の皆様からの御意見や御感想

を募集しておりますので，フェイスブックを御利用の皆様は，ぜひ広島県の公式アカウ

ントにコメントいただければと思います。  

 

意見交換 
司 会： それでは，本日のテーマであります「安心▷誇り▷挑戦  ひろしまビジョン」の説明，そ

の後，意見交換に入りますが，ここからは湯﨑知事に進行をお願いいたします。  

湯 﨑 知 事： それでは皆さん，こんばんは。  

大変お忙しい中，また，お腹の空く時間に，こうやってお集まりいただきまして本当

にありがとうございます。  

廿日市，私も，このコロナの中で来る回数も減りまして，ちなみに私の産まれたまち，

廿日市でございます。  

そういう意味で非常にご縁が，その辺で産まれたんですけれど，やはり管絃祭とか，

管絃祭のない時にがらんとした地御前神社とか，私，地御前にいたもんですから思いだ

すんですけれども，その後というか，地御前神社を設計したのが，地御前神社を造った

のが私の通産省のというか，大学１年生からの友人で通産省も一緒に行っていた同期の，

おじいちゃんだということが分かりまして，すごい御縁を感じるなと思っているんです

が，個人的なことは置いておいて，今日は「安心▷誇り▷挑戦  ひろしまビジョン」につい

てお話をするというか，コミュニケーションを図るということで設定をさせていただい

ております。  

このビジョンですけれど，10年後の目指す姿と，その実現に向けた方向性を示した，

新たな県の総合計画なんですね。  

これは新たな広島県づくり，皆さんと一緒に進めていきたいと考えているところでご

ざいまして，こういった意見交換の企画をつくらせていただいているところでございま

す。  

皆様の率直な御意見をお伺いして意見交換をさせていただくことで，今後の施策の展

開につなげてまいりたいと考えているところです。  

最初に私からビジョンのポイントについて御説明をさせていただきます。  

この画面を御覧いただければと思います。  

まず策定に当たっての背景ですけれども，いろいろなことがございまして，例えば人

口減少とか少子高齢化，こういったことも，その10年前につくったビジョンは将来こう

なるよということで書いていたわけですが，今や既にそれが現実化をしているというよ

うな状況がありますし，グローバル社会というのも，これもその前のビジョンで，その

前の10年間のビジョンで大きな変化として指摘をしていたことですけれども，これもま

すます大きく変わってきていると。  

それからデジタル化，10年前のスマホと今のスマホと，えらい性能も違うんですが，

それ以上に今，デジタルが社会を大きく変えようとしています。  

それからコロナでも浮き彫りになってきた格差の問題，社会的にも大きな問題です。  

それから，この間，我々，大規模な災害を経験しておりますし，さらに頻発している

ということであります。  

それからコロナがある。  
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こういったいろいろなことが起きておりまして，非常に先行きが不透明な状況にある

ということがございます。  

そういう中で今回のビジョンは，まず30年後に県としてどんな姿でありたいかという

ことを考えまして，この30年後というのは非常に先の話ですから，具体的にはこうだと

いうのはなかなかちょっと言いにくいんですが，若干，抽象的に30年後こうなっていた

よねということを定めて，その30年後の姿にたどり着くために，10年後はどうなってい

かなきゃいけないんだろうというのも，これをつくりまして，10年後は少し今からでも

見えるところがありますので，もうちょっと具体的なかたちで目指す姿というのを定め

て，そこの10年後の姿にたどり着くために，どんなことをやらなければいけないのかと

いうことをつくったのが，このビジョンとなっています。  

それで，このビジョン全体の基本的な理念といたしましては，「広島に生まれ，育ち，

住み，働いて良かった」と心から思える広島県を実現していこうということでございま

して，この辺は前のビジョンと変わっていないってことなんですが，さらに目指す姿と

して，県民のお一人お一人が「安心」の土台と，それから「誇り」によって，夢や希望

に「挑戦」をしている，「仕事も暮らしも。里もまちも。それぞれの欲張りなライフスタ

イルの実現」という風にサブタイトルを打っています。  

この欲張りなライフスタイルの実現というのも，実はこの前のビジョンから引き継い

でいるもの，今年の３月まで10年間のビジョンがあったんですが，それでも欲張りなラ

イフスタイルの実現と言っていまして，それはどういうことかというと，いわゆるワー

クライフバランスと呼ばれるものがありますけれども，世の中一般的に言われるのは，

ワークライフバランスというのは日本の場合，特に，これまで仕事しすぎだったんじゃ

ないですかと，ちょっと仕事の手をゆるめて暮らしを充実させていきましょうと，例え

ば男性の育児だとか，そういうこともそうですし，介護の問題とか，そういったことも

そうですし，一般的には100あったら，これまで60仕事で40暮らしだったのを，50・50

にしましょうとか，そういう風に言われると思うんですけれど，広島県の場合は，60仕

事で40暮らしだったら，60仕事で60暮らしで120にしましょうという，そういう風に考

えておりまして，だから欲張りという風に言っているんですね。  

仕事を諦めるとか，あるいは暮らしを犠牲にするということではなくて，両方自分の，

県民の皆さんの希望が叶う，そのために何が必要かということは非常に重要なわけです

けれども，そういったライフスタイルが実現できるようにしようと。  

「里もまちも。」というのは，これは，まちというのは分かりますね。  

里というのは中山間地域とか過疎地とか言われる地域，あるいは廿日市のようなベッ

ドタウン，あるいは中間にあって利便性の高いまち，そういったところもしっかりと発

展させていこうということであります。  

このビジョンのポイントとして３つ挙げていますけれども，今，申し上げた，「安心」

の土台と「誇り」の高まりにより，夢や希望に県民の皆さんが「挑戦」をしているとい

う，その県民の皆様の挑戦を後押ししていこうということ。  

それから「適散・適集」社会のフロントランナーになる，これもまた後で御説明しま

すけれども，コロナによって，あまりにも過密な都市というのは非常にリスクが高いし，

よく考えてみると，なんでこんな，例えばぎゅうぎゅうの通勤をして，１時間とか１時

間半とか時間を使わなきゃいけないの，無駄じゃないかと，よく考えたら，なんかもっ

と違うやり方があるんじゃないか，そっちの方が幸せなんじゃないかということが見直

されています。  

それが，したがって分散ということが重要になってくるわけですが，ただ一方で，や

はり集積だとか，そういうものもないとできないよねと，これはいろいろな活力だとか

生む集積，そういったものも重要。  

広島は，この分散と集積というのがうまくバランスしてあるところじゃないですかと，

つまり過密じゃないということがあるのと，それから中山間地域，非常に豊かな中山間

地域もあって，そういう分散に適したところもあると。  

かといって一定の集積もあるということで，これをよく見直して，強みとして取り上

げていくことによって，これから求められる適散・適集社会というところのフロントラ

ンナーになれるんじゃないかということです。これ，また後で御説明します。  

それから施策を貫く３つの視点として，「デジタルトランスフォーメーションの推進」，

それから「ひろしまブランド」の強化，「生涯にわたる人材育成」というのを掲げていま

す。  
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少し一つ一つ見ていきますと，安心の土台と誇りの高まりというところなんですが，

今，いろいろな不安がありますね。  

コロナはもちろんですけれども，健康の問題とか，あるいは年金の問題とか，医療ど

うなるんだろうとか，いろいろな不安要素があります。  

こういったことを持ち続けたままだと，やはり元気が出にくいというところがありま

すので，こういった不安を少しでも軽減していくと，そして安心につなげていくという

ことが，やはり一番大きな土台として必要なんじゃないか。  

そのために，いろいろなイノベーション，従来のやり方を変えていきましょうとか，

あるいはセーフティーネット，しっかりと，もし何か困ったことがあっても支えるよう

な仕組みがある，そういったことをつくっていきましょうと考えています。  

これが，まず「安心」ですね。  

それから「誇り」の高まりという部分については，広島県は様々，いろいろな強みを

持っています。  

一つは自然環境というところで，瀬戸内海から中国山地まで非常に幅広い豊かな自然

を持っています。  

廿日市は，その代表というか典型というか，海水浴場からスキー場までってよく言わ

れるあれですけれども，本当に素晴らしい自然がある。  

その自然がもたらす恵みである豊かな食，これもある。  

こういったことが大きな強みですし，それから豊かな産業もありますね。  

広島県は西日本で１番の製造業出荷額，ずっと長らく１番だった，最近ちょっと福岡

と競っていたりしますけれども，そういった状況，それから先ほど申し上げたような自

然と都市が近いということも強みだということですね。  

こういった強みを，しっかりと磨いていくことによって，県民の皆さんは誇りを感じ

ていただく，それが大きな原動力になって，新たな挑戦ということにも向かっていける

んじゃないかということですね。  

ということで，安心と誇りを土台にして，県民の皆さんお一人お一人が描く，それぞ

れの夢であるとか希望を諦めることなく前に進んでいくということができる，それをし

っかりと後ろから支えていくというのが，このビジョンの考え方になっています。  

それから，欲張りの中の「里もまちも。」といったところですね。  

まず一つは，やはり魅力ある都市，広島市あるいは福山市といったところは，中国地

方の中でも中核になる都市でありますので，そういったところで集積が必要なサービス

あるいは，いろいろな，それこそエネルギーを生んでいこうということ，それから自然

が豊か，そして心も含めて潤いをもたらしてくれるような中山間地域，よく過疎とも言

われますけれども，過疎というよりは，やはり非常に自然が豊かな，条件が豊かなとこ

ろじゃないかということですね。  

それをしっかりと社会が継続できるような，コミュニティーが継続できるような，そ

ういった地域の形成を図る。  

それから廿日市のように都市と中山間地域をつなぐような，利便性が高くて集約され

た都市，こういったものをつくっていこうと考えています。  

したがって，まちだけがいいとか里だけがいいということではなくて，「里もまちも。」

ということで欲張りだということを，ここでも言っています。  

適散・適集については，先ほども少し触れましたけれども，コロナで３密というのが

非常に問題を多く抱えているということが分かったわけですね。リスクも高い。  

東京一極集中だとか，そういったようなこと，あるいはデジタルが遅れているねとい

うようなことが，コロナで浮き彫りになってきたわけですけれども，そういったことは

よく，つぶさに見ていくと，これは大きく変えられるんじゃないかと。  

コロナを契機として，過度に密集していたりとか，密接だとか密閉って，いわゆる３

密，こういったものを避けて分散をしていくということが非常に重要だと，みんな気づ

いたわけですね。  

開放的で快適な環境が，もっと人間らしいんじゃないかと。  

デジタル技術を使ったら，これまでの密じゃないといけないと思っていたことを，時

間とか空間の制約を乗り越えて実現できることがたくさんあるんじゃないかとか，一方

でイノベーションを生んだり活気を生んでいく，エネルギーを生んでいく集積であると

か集合も必要だということで，過度な分散，過疎であるとか，過度な集中，過密ではな

くて，適切な分散と適切な集中，これがこれからの時代に世界で求められることじゃな
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いか，もちろん日本全体でも求められることだし。  

それを実は広島は非常に近いところにあるんじゃないかということで，つぶさに，ま

さに見ると，こんな状況で，田舎と，それからまちが近い，非常に豊かな自然がある，

一定の都市機能も集積しているということで，そこを磨いていこうということでありま

す。  

それから次に，全ての施策を貫く３つの視点というのがあったかと思いますが，これ

はデジタルトランスフォーメーションの推進，それから「ひろしまブランド」の強化，

人材育成ですけれども，デジタルトランスフォーメーションの推進というのは，これは

デジタルというのは，いやが応でもやってくるわけですね，我々が拒否をしていてもや

ってくると。  

であれば，これをうまく活用して，むしろ波の先端を切り開いていった方がいいんじ

ゃないかということですね。  

大きなチャンスを生む可能性があるということ。  

それから誇りというところにも関わってきますけれども「ひろしまブランド」の強化，

広島の強みがいろいろありますから，それをしっかりと強化していくことによって，広

島県民は自らのことを誇りに思うし，県外の人も広島っていいところだね，こんな素晴

らしいものがあるねということを感じてもらうことによって，観光はもちろんですけれ

ども移住だとか，あるいは必要な知の集積とか，そういうものを集めてくるのに役立っ

ていくと思っています。  

それから全ての原動力になっていく人材，この人材というのも，今や学校で勉強した

ら，もうそれで終わりという時代じゃなくなっていますから，生涯を通じて人が持つ能

力と可能性を最大限に高めていく，それによって今，申し上げたようなことを実現して

いこうと考えているところです。  

具体的には，ここにあるような17の領域によって，それぞれ取り組みを進めていくと

いうことですが，それぞれ目標値などを定めています。  

例えば子供・子育てというところを見ますと，目指す姿，これはそのうちの一つです

けれども，例えば「全ての家庭を妊娠期から子育て期まで切れ目なく見守り，支援する

ネウボラの拠点が全市町に設置されている」など，そういった姿，これは10年後，具体

的になっていたいということが描けるわけですね，30年後は，さらにもうちょっと抽象

的になっていますけれども。  

そこにいくための指標であるとか取組の方向というのを定めて，例えば指標であれば，

安心して妊娠・出産・子育てができると思う人の割合，現状８割あるんで結構高いんで

すけれど，これを９割以上にしていこうとか，あるいは，それを実現する上での様々な

参考となるような指標を定めて，KPIといって定めていって，保育所の待機児童数だと

か，あるいはネウボラを実施している市や町の数だとか，取組の方向としては切れ目な

い支援を行っていきましょうとか，子供の居場所を充実していきましょう，こういった

取組の方向性で施策を展開していきますということになっています。  

こういったものが，ほかの分野それぞれたくさんありまして，教育なんかでも，今，

進めています「学びの変革」という，こういったものをしっかりと進めていきましょう

とか，観光であれば目指す姿として「ひろしまブランド」や「瀬戸内ブランド」という

のが認知されていて，目標値として観光消費額，これは令和元年度では4,400億円ぐらい

だったのが，令和12年度には，10年後には8,000億円ぐらいまで拡大をしていきましょ

う，お客さまの満足度も７割ぐらいだったのを９割ぐらいに持っていきましょう，そう

いったような目標を立てているわけです。  

こういうビジョンになっているわけですが，最後，ここに書いてあるように，県内の

どこに住んでいても，この欲張りな，あるいは「里もまちも。」というところ，県民の皆

様お一人お一人が，夢や希望に挑戦できる広島県づくりを推進しましょうという風にま

とめてあるんですが，これは何を意味するかというと，ビジョンを実行するというか，

ビジョンの姿を実現するのは決して行政ではなくて県民の皆様だということですね。  

つまり県というのは県民の皆様一人一人個人，あるいは事業者さん，これは会社もあ

れば，例えばNPOだとかもあるし，福祉の関係の皆さん，医療の関係の皆さんもある。 

そういった皆さんが，形作るっているのが広島県なんですね，本当のところは。  

ですから行政は，そういった皆さんが活動するということを後押ししていく。  

挑戦を後押しというのは，そういうことでありまして，行政だけが何かをやっても，

例えば広島県，11兆円GDPがあるわけですけれども，県内総生産が，行政が何かやった
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からといって行政が生産するわけじゃないんで，これはメーカーさんとか，あるいはサ

ービス業をやっていらっしゃる方が活動して，こういった県内総生産というのがあるわ

けですから，それをやはり後押しをするというのが行政の役割だと。  

そういう意味で，このビジョンにあることを実現するのは，皆様お一人お一人である

ということでありまして，それを我々は推進していくということで，そういう意味でお

一人お一人が挑戦する，その結果，そういった広島県になっていくということで，これ

はみんなで一緒にやりましょうということでございます。  

これが「ひろしまビジョン」でありますけれども，続いて意見交換に入らせていただ

きたいと思いますが，既に参加の皆様には御説明させていただいていると思いますが，

最初にお一人ずつ５分ぐらいで御意見，あるいは御提案をご発言お願いしたいと思いま

す。  

皆様のご発言，一巡したら，残りの時間で，全員で意見交換をさせていただきたいと

思いますので，よろしくお願いします。  

発言の順番も既にお願いしていると思いますが，御指名させていただきます。  

お座りになったままでお話しいただければと思いますのでよろしくお願いします。  

それでは１番手，市里さんにお願いいたしたいと思いますので，よろしくお願いしま

す。  

参加者① 

市 里： 皆さん，こんばんは。  

10年後の湯﨑知事のお話を聞いて非常に明るいなという感想を持ちましたが，やはり

現実とのギャップをどこまで近づけるかというところが課題ではないかと思います。  

現在，私は串戸地区の自治協議会，16町内会があるんですが，そこの会長をしており

ます。  

少子高齢化，人口減少というのは，これは私たちの目の前に差し迫った問題であるか

と思うんですが，この中で一番大事なのは，やはり少子化というところではないかと思

います。  

ここに住んで子育てしてというような環境であれば，高齢化は，これは避けて通れな

いことですから，人口というのはそんなに減らなくて，横ばいぐらいで推移していくん

じゃないかと思っています。  

串戸地域でうれしいニュースがありました。  

金剛寺小学校という小学校があるんですが，いつも35名ぐらいの１年生が入学してく

るんですけれど，今年は45人という人数が入学してきまして，２クラスに去年から，去

年も２クラスだったんですが今年も２クラスになりました。  

何でこんなに増えたんかと私も分からないんですが，廿日市が住みやすい，串戸が住

みやすいということで来ていただいたんじゃないかと思っております。  

串戸の自治協議会としては，自分たちのまちは自分たちでよくしていこう，住みやす

く安心できるまちを目指そうということで，町内会のまちづくりをやっております。  

ただ，残念なニュースもありまして，16町内会ある中の２つの町内会が，去年は30代

の方が町内会長をやられまして，そこまではよかったんですが，フルタイムで働いてい

る30代の人をフォローする副会長がいなかった，副会長，もちろんおったんですが，フ

ォローする人がいなかったという残念な結果に終わりまして，協議会の方としては十分

フォローしてきたつもりなんですが，選定のところにどこか無理があったんじゃないか

と思います。  

それと女性の参加がまだまだ少ないんで，これからも女性の参加を大いに努めていき

たいと思います。  

また串戸というのは，佐方と一緒に指定管理を受けているんですが，今年，職員に大

学出の１年目の新人が入ってきまして，若い人に向けては非常にこれが大きな力になる

んじゃないかと思います。  

地域の課題としては，いつも役員のなり手がないというようなことがあるわけでござ

いますが，民生委員を例にとっても，地域の役員を例にとっても，県庁を辞めた，市役

所を辞めたというような方が，行政の力というのは非常に大きいんで，そういうOBの方

が地域の方に参画してくれると非常にありがたいなと思っております。  

そういうところで範を示してもらうと非常に，後に続く人も多いんじゃないかと思い

ます。  
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それから，もう一つ，私は山登りが大好きなんですが，近郊の県北辺りの山に登りま

すと非常に山が荒れています。  

スギやヒノキという針葉樹が多くて，これは非常に災害に弱いわけですが，やはり広

葉樹という根の太い，下に根を張るというんですか，こういう木を大事にしないといけ

ないんで，手入れのされた豊かな森，これが豊かな海を生み出すんじゃないかと思って

おります。  

広葉樹の豊かな森は災害からも私たちの暮らしを守ることができますし，県の方とし

ては開発には，やはりある程度の規制を設けて，山の上の方まで団地を造るというよう

なことは，できたらなくしてほしい，災害が起きた時にしまったということではなしに，

その前に後処理に労力を使うのではなくて，未然に防ぐ，そういう方に力を注いでもら

いたいと思います。  

河川の浚渫にしても，災害が起きた後に，それじゃ，浚渫して深くしようというんじ

ゃなしに，その前に手だてをして未然に災害を防ぐということが，非常に大事ではない

かと思います。以上でございます。  

湯 﨑 知 事： ありがとうございました。  

この地域社会，ますます担い手が大変なところで，みんなの力で，これをしっかりと

維持していこう，それから森をつくるということが，災害の観点からも非常に大事だと

いうお話をいただきました。ありがとうございました。  

それでは続きまして光井さん，お願いできますでしょうか。  

参加者② 

光 井： 皆さん，こんばんは。光井と申します。  

ちょっと緊張していて，しっかりしゃべれないかもしれないんですけれど，私からは

先ほど湯﨑知事からお話がありました「ひろしまビジョン」の中の，17の施策領域によ

る取り組みの中で言いますと，子供・子育てというところと，働き方改革，多様な主体

の活躍というところに当てはまるんじゃないかというところについて，お話をさせてい

ただきたいと思います。  

まず私のことを少しお話ししますと，私は広島県外出身でして，広島市内で大学出て

から働いていたんですけれども，第１子を妊娠したときに勤めていた企業で，それから

ずっと長く勤めたいという気持ちはあったんですけれども，夫の仕事の都合で転居する

ことになって，出産後に離職することになりました。  

その後，広島市に住んでいたところから呉市に移って３年ぐらいいたんですけれども，

やはり第１子で子育てのイロハが分からないところで，知り合いが誰もいないところで

子育てをするという経験をさせてもらったときに，やはり育児の不安があったりとか，

やはり会社勤めをしていたときに，その自分がいた居場所が，やはり職場だったもので

すから，居場所がないような気持ちになって，やはり地域から孤立しているような感覚

に陥ったというところもありまして，結構つらい思いをしました。  

やはり私は，いろいろなニュースを見ていて，私の人格だったら虐待しないだろうと

か安易に思っていたんですけれども，やはり初めて子供ができて大人と話したい，でも

夫も仕事から帰ってくるのが遅かったりとか，私の実家がやはり県外で，両親にはあま

り相談とかもできる環境ではなかったので，やはりうまくいかない育児のイライラとか

不安というのを話す相手が，日常的にいないという日常を過ごしていて，やはり誰でも

虐待してしまいそうになる感覚というのは私自身も経験して，ちょっと怖かったんです。 

今は赤ちゃんを育てている時期は過ぎて，２人の子供が今，幼稚園に通っているおか

げで，幼稚園を介して母親同士のネットワークというのがつくられていっているんです

けれども，今，やはり第３子を，このたび妊娠して思うのは，子供を産めば産むほど社

会復帰が遠のいていく不安というのは，すごく感じています。  

やっと幼稚園に２人を預けて，これから自分の思うように働いたりとか，いろいろチ

ャレンジしたいなという気持ちがあったんですけれど，３人目を身ごもって，やはり子

供は欲しかったんでうれしいなという思いと同時に，また最初から振り出しかという風

に思って，本当にこれから正社員の復帰とかを目指すんであれば，いろいろな人に40歳

以降は正社員として採らないよとかいって言われたとか，やはり高学歴な女性ほど採り

づらいとか，いろいろなことをハローワークのところにも言われたりとかあったので，

なかなか子供を産んで育てながら働くということって，いろいろなところに障壁という

か，そういうのがあるんだろうなということに気づかされました。  
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母親の孤独を埋められるのって，やはり行政の相談窓口じゃないと思っているんです。 

母親自身が日常生活の中で，他者と深い関係性を築くことができる選択肢とか居場所

が，たくさん，その人自身が持つことが，やはり重要なんじゃないかと思っているんで，

今は当たり前の働き方として保育園に預けないと再就業できないみたいなことが，当た

り前になっていると思うんですけれど，反対に地域の御高齢の方とか，活躍されている

方からお話を聞くと，地域の担い手がいない，担い手不足だという話はすごく聞くんで

すけれど，いや，お母さんたちを生かしてくださいというのは，ものすごく思いました。  

やはり地域の中で，私，有償ボランティアで廿日市市の子育て応援室のママフレンド

の活動というのも，今２年目に入って，出産したばかりのお母さんとお話しする機会と

かはあったりするんですけれど，やはりママフレンドの活動も結構御高齢の方が家庭を

訪問されているという状況で，このたび私の幼稚園の仲良しのお母さんに，人手がいな

いから一緒にやらないかということをお誘いして，入ってもらっていたりするんですけ

れど，もっと幼稚園にいて，ちょっとの時間，２～３時間だけでも働きたいと思ってい

る人はたくさんいるのに，なかなか人手が欲しいと思っている人たちからは，そこに目

がいっていないような感じがしていますので，何かそういった，子育て世代が活躍でき

るようなスキームみたいなものを行政の方につくっていただいて，２～３時間でも企業

から業務委託してもらったりとかできるようなスキームの中で，柔軟に働くことができ

るんであれば，高齢になって定年退職した後に，体力的にもフルタイムで働けないよう

な方であったり，障害者だと自分では思いたくないグレーな方とかでも，ちょっとした

仕事にチャレンジしたりとかということが，柔軟にできるようになればいいなと，そん

な未来が10年後に来たらいいなと私は思います。以上です。  

湯 﨑 知 事： ありがとうございました。  

お子さまが産まれて，とても孤独感にさいなまれるというところから，それを支える

仕組み，それから，そういった子育て中でも，短い時間でも働けるというような，そう

いった仕組み，そういうことが必要なんじゃないかというお話をいただいたかと思いま

す。ありがとうございました。  

それでは引き続いて大島さん，お願いできますでしょうか。  

参加者③ 

大 島： よろしくお願いします。大島です。  

私の方は廿日市の方で役職として教育委員というものもやっています。  

地元では商工会，大野町商工会というところで理事をやらせていただいて，仕事では

広告の企画制作ということで，主にカキのPRなんかに取り組んでいます。  

この３つの点で御意見させていただこうと思います。  

まず教育に関してなんですが，今回コロナ禍において非常に現場も大変だった中，ま

だオンラインの活用というので，現場の先生も含めて，みんながすごく積極的になって

いました。  

環境のおかげでデジタル推進というのが強制的に現場でもあって，すごくある意味で

いい時期だったかと思います。  

今，タブレットとか，現場ですごく道具はそろっているんですが，コンテンツの推進

とか，後はそれを教える講師だとか，そういったところがまだまだ不足しているなと思

うので，広島県とか廿日市もそうなんですが，そういったコンテンツのほうに力を入れ

ていただけたらいいなと思います。  

特にそういった中で，過去の慣例にとらわれない教育というのに取り組んでいけたら

いいなと感じています。  

産業に関してなんですが，我々の廿日市の方で先ほど海から山までとあったんですが，

いろいろな地域で今，後継者不足というのが，やはり叫ばれています。  

人口の少子高齢化というのもあるんですが，親から子に事業を承継しないとか，そも

そもこの地域で事業を起こそうとしないとか，そういった状況かと思っています。  

私は親が商売やっていなくて10年前に自分で起業はしたんですが，当時もあまり起業

している人間というのがいなくて，今もそんなに変わっていないかと思っています。  

そういったことで，どんどん地域のにぎわいというのが減少しているのを肌で感じて

いまして，それをなんとかしたいなというところもあります。  

広島県の10年後のビジョンの中でデジタル推進というところがあるんで，そういった

ところで廿日市もどんどん上がっていったらいいなと思っています。  
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具体的には廿日市の持つ豊かな自然とか，都市へのアクセスのよさというのを生かし

て，佐伯・吉和という中山間で，自然環境の中でデジタル環境を整えてもらって，その

中でスマートオフィスが推進できたり，島とかは宮島って一大観光地なので，そういっ

た中でデジタル推進というのをやることで，新たな観光コンテンツをつくるとか，ただ

ただ情報を発信するんではなくて，今ちょうど人がいないんで，そういったところで，

また物流とか生活の移動の新しいモビリティーイノベーションとか，そういったことが

どんどん進めていただけたらいいなと感じています。  

そういったことで地域がまたにぎわって，この廿日市で起業したりとか，そういった

ことが生まれたらいいなと感じています。  

後は最後，広告というか，水産業のところの広島県の目指すビジョンというのに共感

しています。  

廿日市も広島県の中でカキの一大生産地と感じている部分もあって，そういったとこ

ろのカキを輸出するというところが，すごく共感しています。  

カキも，やはり非常に廿日市でいうと江戸時代から続くカキ屋さんもいて，そのカキ

屋さんが広島のカキを大阪とか京都に持っていったことで，広島のカキが日本に広がっ

ていったということもあるので，今の時代だったら日本だけではなくて広島のカキを世

界に発信していくというような，熱い思いを持ったカキ屋さんと一緒に動けたらいいな

と思っています。  

そういったことで広島のカキが世界に広がっていけば，子供にとっては地域の資源と

いうのが世界に誇る産業になったり，そういった世界に誇る産業であれば若手の後継者

も，わしもやってみようかとか，かっこいい水産業になっていけたらいいなと感じてい

ます。  

私も以前，実際に今，島田水産というカキ屋さんのPRをしているんですけれど，世界

中から結構お客さんが来てくれていて，広島の廿日市にカキを食べたくて旅しに来たと

いう方も結構いらっしゃって，だったら現地はどうなんだろうと思って，実際一番多か

ったシンガポールに行ったことがあって，現地の人に聞いてみたら，広島のカキという

か，我々は日本のカキを食べているという風に言われていて，僕らが思っている広島の

カキというよりは，世界からするとあくまで日本のカキというところなんで，広島ブラ

ンドとしてカキが世界に発信できたらいいなと感じております。以上です。  

湯 﨑 知 事： ありがとうございました。  

この教育，それから産業，そしてさらには農林水産業においてもデジタルというのが

大きな鍵だということで，いわばイノベーション，それぞれ起こしていく必要があるん

じゃないかというようなお話であったかと思います。  

それから誇りの話もしていただきました。ありがとうございます。  

それでは続きまして安村さん，お願いできますでしょうか。  

参加者④ 

安 村： よろしくお願いします。安村通芳と申します。  

私自身は廿日市市の出身ではあるんですが，高校卒業後にアパレルブランドに勤めだ

しまして，その後，全国を転勤で回り，最終的には東京で勤務しておりました。  

その後ファッション業界，いろいろ社会課題となる課題を抱えておりまして，児童労

働の問題とか，いろいろ抱えているのを目の当たりにしたところで，もう少し自分のラ

イフスタイルを見直したいなという思いから，故郷である広島に帰ってき，その後，起

業して現在に至ります。  

起業してからはソーシャルイノベーションをテーマに活動しておりまして，自分が当

たり前に生活していく中で，社会課題に感じる部分を解決できたらいいなと思って，日々

活動しております。  

本日，僕から質問させていただきたかったのは，まずデジタルトランスフォーメーシ

ョンの推進についてです。  

現在DXの推進について，非常に重要なことだと考えていますが，この施策を推進する

ためには技術の開発や導入も必要ですが，県民一人一人が，これらの新しい技術を使い

こなすことができるように，ITリテラシーをより高めていく必要があるかと思います。 

この点，先ほどの大島さんと同じ考えではないかと思っています。  

僕自身，廿日市市において，コロナ禍で影響を受けて孤立してしまいがちな高齢者に

向けて，非常事態宣言下においてもZoomなどを活用し，健康相談や生活相談を行うこと
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ができないかということを，昨年の５月から取り組んでおります。  

その中で課題となっているのは，実施できる技術自体はあっても高齢者などを中心に，

若い世代の方でも，その使い方が分からない方が大変大勢いらっしゃったという点です。 

この解決のために私たちは，まずスマホの使い方を知ってもらうところが重要だと考

えて，高齢者向けのスマホ教室を中山間地域で開催したりですとか，職員向けのZoom

研修会などを実施させていただいております。  

このようなリテラシーを向上させるための手段として，湯﨑知事ご自身はどのように

お考えかという点を，後ほどお聞かせいただければなと思います。  

次のテーマは中山間地域についてです。  

これからの中山間地域にとって，多様な人材のネットワークの構築は必須の事項だと

考えています。  

私自身も県が行う人材プラットフォーム，ひろしま里山・チーム500に参加させてい

ただいてはいますが，ここ数年間，当初，この取り組みがスタートのときに比べて，や

やネットワークの構築のスピードや，コミュニケーションの手法が陳腐化しているので

はと感じています。  

このままでは10年後の目標値の達成は非常に困難なように思われます。  

その中で今回コロナウイルスの流行による社会の停滞をきっかけに，ICTを活用し，

民間の中に様々なコミュニティーが生まれています。  

これはデジタルの中のコミュニティーですね。  

このコミュニティーが生まれている中で，その中でも特に，ひろしまジン大学さんと

いう団体があるんですが，この団体が行っているSNSを活用したジン大サークルという

ものは，発足からわずか３カ月足らずで県内の大学教授や民間企業の経営者，また実際

に地域で活躍するプレーヤーなど，広島県で活躍する様々なジャンルの若者から幅広い

世代の方が約219名以上，人材が集約されています。  

この219名以上の点なんですが，ちょっとこの文章をつくらせていただいたのがだい

ぶ前なので，今ではもっと多くの人数が集まっていると思うんですが，こういったコロ

ナを経験することによって得られた新しいプラス面，こういったプラス面の財産を県と

して，しっかり把握していただき，官民が協働することで中山間地域の目指す姿を，よ

り良く，より早く実現できれば素晴らしいなと考えております。  

ちょっと早口になってしまいましたが以上です。  

湯 﨑 知 事： ありがとうございました。  

やはりデジタルトランスフォーメーションの重要性ということと，それから特に中山

間について，やはり大きな課題ですので，特に人材面に注目して御発表いただきまして

ありがとうございました。  

それでは最後お待たせいたしました。早川さん，お願いできますでしょうか。  

参加者⑤ 

早 川： 早川幸江と申します。  

私は７年前に廿日市市の地域支援員という，地域おこし協力隊の枠を使ってのもので

採用されて移住してきました。  

千葉県の浦安市から引っ越してきました。  

私は浦安市の方で市民活動センターというところのスタッフで勤務していたんですけ

れども，ちょうどその頃，委託を受けたNPOが運営することになった過渡期だったんで

すが，みるみる相談件数が上がっていって，様々な団体がどんどんできていった時期だ

ったんですね。  

私もそういうものを見てきたので，廿日市市もこれからそんな風になるんじゃないか

と楽しみに見ていたんですけれども，実際には少し遠ざかっているように感じることが

多く思っています。  

やはり意欲を持って活動している人が複数の役を持たなくては回らない状態だったり

とか，まるで関心のない人たちが周りから見ていて批判をするとか，そういった状態が

あるなと感じています。  

10年後，大人の10年後というの，大人が10年先を見ているのと，子供が10年先を見る

のって，ものすごくスピード感とかも違うなと思っておりまして，なんか人材を本当に

育成していかないと回らなくなるぞという思いを，すごく感じたところで，やはり子供

を，10年後にすごく役に立つ子供たちを育成したいという思いがあって，子供がつくる
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まちという活動を少しずつやりたいという思いから，コツコツと積み上げてきています。 

子供がつくるまちというのはご存じでしょうか，皆さん。  

ドイツのミュンヘンを発祥にしているんですけれども，子供がまちをつくって，その

中で起業したりアルバイトをしたり，職業体験をその中で積んだりとか，あと，まちの

ルールをみんなでつくっていったりとか，後はそのまちの町長または市長なんかを選ぶ

ための選挙に参加したりとか，大人の世界であることの疑似体験をするというものです。 

また通貨を自由に使ったりするというところでは，遊びながら，いろいろお金のこと

なんかも学べるようなイベントです。  

ざっくり言ってしまえば大きなごっこ遊びのようなものなんですけれども，そういっ

たことを体験するということをやっていけたらいいなと思っています。  

なんと言っても体験ってものすごく大切で，知っているとやっているとは違って，そ

こはすごく大きなことだなと感じています。  

ごっこ遊びって私ずっと11年間ほど保育士をしていたんですけれども，やはりごっこ

遊びのもたらす効果というのはすごく大切で，１番に憧れのものになること，夢を実現

する力を養うことにつながっていきます。  

それと，それらしく振る舞うこと，それが自分ではないほかのものになって，相手の

立場になって，その相手の立場の気持ちを知るとか，そういったことを学ぶ機会にもな

ります。  

心理学でも最近はよく使われている手法ではないかと思います。  

そんなことを，ちょっとやりながら，市民力を高めていく一助になったらいいなと思

っています。  

また，もう一つ思っていることが，そういった市民活動とかを，しっかり伴走して支

援する中間支援組織の充実が本当に大切だなと感じています。  

人づくりをする上で，やはりいろいろなモデルを見ることというのは，すごく大切だ

なと思っています。  

例えば私なんかができることをやっているけれども，そういったモデルを見て，早川

さんでもできるんだとか，隣の誰々さんもこんなことをやっているんだとか，そういっ

たことを見るということで，どんどんそういう，やりたいって思いを持った人がチャレ

ンジすることができる，まちづくりをしていけたらいいなと強く思っております。あり

がとうございます。  

湯 﨑 知 事： ありがとうございました。人材育成ですね。  

今，具体的に，子供がつくるまちというご紹介をいただきました。ありがとうござい

ます。  

ひととおり，今，皆様からお話をいただきました。  

やはり今回，デジタルの活用という部分と，それから，まちづくりですね，それから，

そこに関わるまた人づくりということを，多くの皆さんが触れていただいたんではない

かと思いますけれども，市里さんも特に，まさに町内会といった地域の活動のベースに

なっているようなところ，これがなかなか担い手がいないというところで，ここでの人

づくりですよね。  

行政の人間は経験があるからぴったりなんじゃないかというようなお話も含めて，そ

ういったところの人づくり，ですから生涯にわたって人づくりが大事だというのは，ま

さにそうだと思うんですね。  

いろいろな場面というか，ステージにおいて，役割，違うものが求められるようなこ

ともありますし，今，その時代，今の時代では仕事自体も変わっていくということがあ

るので，生涯学び続ける力を持って，そして，その役割を果たしていくということが必

要じゃないかと我々思いますけれども，そういったことが実は教育大綱なんかにも書い

たあるところなんですが，いずれにしても地域をつくる，それは人であり，その人づく

りをしっかりやっていく必要があるということですね。  

それとやはりつながっていると思うんですけれども，光井さんが子供・子育てとか働

き方というところのお話をいただきましたけれども，本当に今の，生涯にわたっていろ

いろな役割があるというところと，やはり関わると思うんですが，それぞれの生涯のス

テージで，例えば働ける時間が変わったり，フルタイムで働けるときがあったりとか，

あるいは子育て，あるいは介護で少し短い時間で働ける，そういうときに100％じゃな

いから駄目だよということじゃなくて，やはり受け入れて，しっかりと役割を果たして

いただくことが，その人の人生を豊かにするし社会にも貢献していただけるということ
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で，そういったことを受け入れる社会をつくるということが大事だと思いますよね。  

これは，まさに我々，今このビジョンの中でも働き方改革という風に言っていますけ

れども，多様な働き方，いろいろな事情がある，あるいは夢を持っているとか，そうい

ったことで，いろいろな働き方をしたいという方がある，また個々の個性もある。  

それをしっかりと受け入れて，みんなが力を発揮できるような働き方が実現できる，

そういう社会にしていこうという風に我々も目指して，このビジョンの中でうたってお

ります。  

子育て，もちろん非常に重要で，そこを支えていくということは，先ほどの子育ての

ところでも御紹介しましたけれども，今，我々，ネウボラというのに取り組んでいます

が，ネウボラの我々が目指すイメージというのは，まさに光井さんがおっしゃっていた

だいたような，社会に，なんていうんでしょうかね，包摂されていて安心感があるとい

う，なんか孤独だなとか，あるいは誰かとすごくつながっているということともちょっ

と違って，何かあったときにしっかりと周りの人が支えてくれているという，そういう

安心感ですね。  

それはネウボラというのを通じて実現していきたいという風に，今は目指していると

ころです。  

大島さんはデジタルの話をいただきましたけれども，これは本当にあらゆる場面，大

島さんも教育と，それから産業，農林水産業というところでお話をいただきました。  

このデジタルを使えば，冒頭にも時間と空間を超えることができるってお話をしまし

たけれども，新しい価値を生んでいくということはもちろんですけれども，海外の市場

にも打って出て行くにあたっても，デジタルということは非常に大きく役に立つだろう

と思いますし，また，それを進める上での人材育成，やはり大事ですよね。  

デジタルリテラシーというのは非常に重要でありまして，それについては安村さんが，

リテラシー向上のための手段というのを指摘していただいておりまして，また中山間を

含めた人材育成の話も触れていただいていますけれども，デジタルの人材育成という観

点から，まさに教育現場でまず先生がしっかりとデジタルリテラシーを獲得してもらっ

て，子供たちは割とすぐに慣れちゃうものですから，先生がまず慣れないといけないっ

て，そのときにまた今，教育委員会の方で教育長がよく言っているのは，先生が先生じ

ゃなくてもいいじゃないですかと，とてもたけた子供たちがいるので，そういった子供

たちが先生を助ける先生アシスタントとして，友達を教えてもいいじゃないか，みたい

な，そんなことも言っていまして，そういうところから始まって，そうはいっても既に

もう学校は卒業された高齢の方なんかも含めて，そのデジタルリテラシーを高めていく

ということは大事なわけですけれども，それはもちろん例えばスマホの使い方とかパソ

コンの使い方とか，あるいはSNSの使い方とか，そういったことを具体的に教えていく

というのは，リテラシーを高めていくというの，これ実は市や町が結構やっていただい

ている中で，我々はそれを後押しをしていきたいなと思っていますし，究極はデジタル

をあまり意識しなくても使えるという状態というか，そういう技術とかサービスをつく

っていくということを，目指していきたいなという風に取り組んでいるところです。  

そして早川さんも，子供がつくるまちという切り口で人づくりの，人材育成のことを

ご指摘いただきましたけれども，根本は，やはりまちづくりというのがあって，その中

で，それを担う人というのがいて，それを子供のときからしっかりと，リアルな文脈と

いうか，沿って理解してもらえるように，子供がつくるまちというのはどうですかって

お話だった，本当にそのとおりだと思いますね。  

遊びがもたらす効果ということをおっしゃっていただきましたけれども，これも実は

広島県の取り組みの中で「遊び学び育つひろしまっ子！」推進プランというのがありま

して，これはご存じですか。  

これは言ってみれば広島県の乳幼児教育の学習指導要領みたいなことで，まさにおっ

しゃっていただいたような，いわゆる非認知能力というんですけれど，非認知能力，つ

まり計算ができるとか漢字を知っているとかではなくて，やはり友達と協働できる力だ

とか，あるいは我慢強く物事に取り組む力だとか，そういったことは本当に小さいとき

に培われる力なので，もう産まれたとき，あるいは産まれる前から，これはネウボラな

んかを通じてきちっと行き渡るようにしようというのが，我々の考え方なんですけれど

も，そういった取り組みも今，我々は頑張りたいなと思っています。  

本当に皆様の問題意識，この県の問題意識とやはり共通するところがあるというか，

同じページにいるなという感じがいたしますので，とても心強く思ったところでありま
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すし，また一緒に，それぞれいろいろな課題感じていらっしゃると思いますけれども，

取り組みを進めていけたらなと思います。  

松本市長，これまでのお話の中で何かお気づきの点とかございますか。  

松 本 市 長： 今日は皆さん，本当にありがとうございます。  

少し感想をお話しさせていただきたいと思います。  

まず知事からは「ひろしまビジョン」のお話を伺いました。  

そのビジョンの中でポイント３つ挙げていらっしゃいます。  

このビジョンを見て非常に共感をしております。  

先ほど知事からもご紹介ありましたように，廿日市は海から山までというお話があり

ました。  

廿日市は非常に多様性のあるまちだと思っておりまして，まさに広島県の縮図と言っ

てもいいんじゃないかと思っています。  

その中で私，廿日市というまちは，今，人々の生活がたくさん多様化してきて，そう

いった多様化している人たちのニーズに応えることのできるまちだと思っている。  

この廿日市の中心部というのは，以前と比べてかなり都市化が進んできております。  

少し西に行けば大野という，今は非常に若い人たちの移住が進んでいるところで，廿

日市の転入超過，５年連続，今，転入超過なんですが，５年連続の転入超過を支えてい

る場所が大野というところ。  

少し北に足を延ばせば，ちょうど中間地域，佐伯地域，本当に緑があって水がきれい

なところです。  

さらに北に行くと，まさに中国山地を背中にした吉和がある。  

そして島，まさに宮島，世界遺産の宮島があるわけですけれども，いろいろなライフ

スタイルにお応えできるまちだなと思っています。  

先ほど適散・適集と，非常にこれ，上手に表現されているなと思ったんですが，まさ

に廿日市は元々，広島市のベッドタウンとして成長してきたところですけれども，やは

りこれからしっかりとして，自立した一つの自治体として単独で頑張っていくには，や

はりホームタウンの要素が必要だろうということで，少しずつ廿日市の中心部というの

は適集と，もう少し密度を上げていって，適集と言われるぐらいのところまで，密度を

上げていく必要があるんだろうなという気がいたしております。  

その中で今日は皆さんからいろいろなお話を聞かせていただきましたけれども，実は

市長になったときに，これからいろいろなことをやっていくイメージとして，大体８割

ぐらいは既存の事業を維持する，もしくはそれを充実させていく，質を上げていくとい

うことが８割ぐらいかと。  

後の２割は未来に向けての投資であったり，後はこれまでなかった市民のニーズって，

とにかく変わっていますので，そういった，新しいニーズに応えていくのが２割かとい

う思いでスタートしましたけれども，やはり今日も皆さんのお話を聞いて，まずは市里

さんからは地域共生のお話でした。  

これは福祉の延長線と考えるの，やはり少し間違いなのかと，あるいは福祉の部署だ

けでは，単独では当然片付けられるような問題ではありませんし，いろいろなところが

連携していかなければいけないという意味においては，私はある意味，新しいことを始

めていかなければならないんだろうと思っています。  

そして女性，高齢者，障害者の新しい社会の活躍という御提案をいただきました。  

２～３時間でも働く時間があれば働きたいんだというお話，行政がコーディネートし

てくれたらいいのにというお話でした。非常に面白いと思います。  

ぜひ，これ行政自身が中へ入ってコーディネートするのがいいのか，もしくは商工会

議所とか，そういったところがコーディネートするのがいいのか，ぜひこれは検討させ

ていただきたいと思っております。  

それとやはり，なんといってもDXのお話が出ました。  

DX，ITリテラシーというお話も出たんですが，よく中山間地域のデマンドバスで結

局，高齢者の皆さんがスマホが使えないことを理由に，結局そのデマンドバスを諦めた

みたいなニュースも聞きましたけれど，やはりリテラシーというのは大事なんだろうな

と。  

ただ，市としても，いろいろな講習会，コミュニティーの中でもやっていただいてい

るんですが，これ，本当に高齢者のためになっているのかという講習，あるんですよね。  

もしかしたら，そのキャリア自身の宣伝というと，ちょっと語弊があるかもしれませ
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んけれども，そういう人たちのための説明会になってやしないだろうかと，私たちもそ

ういったところを反省しなきゃいけないんだろうなと思っています。  

そして10年後に活躍してくれる子供の育成というお話をいただきました。  

ぜひ子供市長が頑張っている姿，見てみたいと思いますので，ご案内いただいたらぜ

ひ伺いたいと思いますし，実は廿日市としても，これは議会の御理解もいただかなきゃ

いけないんですが，湯﨑知事もやっていらっしゃいます子供議会をやってみたいなと思

っています。  

ぜひそういったところにも子供さん出席していただいて，また自主性を発揮していた

だいたらなと思っています。  

いずれにしても，これからの行政というの，私はキーワードは変化だと思っています，

変わっていかなきゃならない。  

先日も職員の前で講話する機会がありまして，やはりこれから私たちは変化を恐れて

はいけないと，とにかく変わっていかなきゃならない，住民のニーズもどんどんすごい

スピードで変わってきているので，その変化を恐れちゃ，逃げないようにしましょうと

いうお話をしたところです。  

今日は本当に皆さんから新しいお話を聞いて，今まで２割でいいといいますか，２割

ぐらいだろうなと思っていたところ，恐らく３割以上は，そういった新しいところに，

エネルギーを注がなきゃいけないのかという気がしております。  

非常にいいお話を聞かせていただきました。  

湯 﨑 知 事： ありがとうございました。  

それでは，ここからフリートーキングになるんですけれども，今，それぞれの皆さん

の御発言を聞いて，こう思ったとか，こんな質問があるんだけれどみたいなのがあった

らお願いできればと思いますが，いかがですか。安村さん，お願いします。  

安 村： ありがとうございます。  

皆さんのお話を聞いている中で，今日，僕がしゃべろうと思っていたことプラス，一

つ共感できることがありまして，地域活動への参加の点なんですけれど，やはり共働き

世帯への地域活動への参加の負担がすごく，時代とともに増えてきているなと感じてい

ます。  

昨年，私，大野東小学校のPTA会長をやらせていただいていたんですが，やはりPTA

もそうですし，地域の子供会などの活動もそうですし，子供１人につき何回役員をやら

なければならないといったような，子供の数がそのまま負担につながるようなルールが

散見されるんですね。  

こういった地域の決まり事だったり，地域活動についての活動への取り組み方も，今

後，新しい方向性で変えていければいいなと思ったのが，今日，皆さんの声，聞いて感

じました。  

なので，こういった多子の事例ですかね。  

実際，今，廿日市市でも広島県が推進するイクボス同盟に共感いただいて，先日，市

長にも宣言していただいたばかりではあるんですけれど，やはりまだまだ広島県内だけ

ではなく，ほかの県と取り組んでいる事例共有が足りないのではないかと感じています

ので，ぜひ積極的に他県の事例，他市の事例，教えていただければありがたいなと思い

ました。  

湯 﨑 知 事： ありがとうございます。  

いろいろなコミュニティーにはいろいろなルールがあって，そういう学校でのPTAの

活動なんかも，その一つかもしれません。  

ある地域で私がお話をしたときに，こういう会，ちょっと違う会なんですけれども，

やったときに，若いというか，若手の女性が地域の町内会みたいなところに参加をして

お話をされたときに，話をしようとすると，なんでおまえがここにおるんじゃという，

高齢のその方に言われたと。  

やはり，なんていうんですか，そこの序列みたいなのがあって，誰は発言していいけ

れど誰は駄目だみたいな，そうなる，結構田舎のところだったんですけれど，そんなこ

とがあったんですよ，みたいな。  

やはり変わっていかなければいけない部分というのはありますよね。  

いろいろな，今みたいな話を聞くと，いや，廿日市はそんなことないんだと思うんで

すけれど，笑い話のように聞こえるかもしれませんけれども，実際にやはりそういうこ

とがあるということ，それはいろいろな地域の事例共有をすれば，また変わらなきゃい
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けないんだなという認識もあるかもしれないですよね。  

今のお話も含めて，いかがですか。地域の活動というの，市里さん，お願いします。  

市 里： 市里です。失礼いたします。  

廿日市の場合は，まちづくりの拠点というのは公民館なんですね，うちでは市民セン

ターという風に呼んでおりますが。  

やはり市民センターが核となって，皆さんを個々に集めて，集ってというようなこと

で勉強しているわけですが，先ほど生涯学習という言葉もありましたように，誰でも担

い手になれるような，そういうまちづくり，町内会長が別に65歳以上でなくても若い人

でもできるような，やはり体制というのを，もちろん女性でもそうなんですが目指して

いるわけですよね。  

先ほどの早川さんも，子供がつくるまちというの，うちの方に講師に来ていただいた

んですが，ものすごく人気があるんですよ。  

うちの小さな串戸という地域じゃなしに，ほかの地域からも参加がありまして，ぜひ

これからも廿日市でやってもらいたいなと。  

ただ，大人が中に入ることできないんですよ。  

子供だけがやっていますので，話を聞くところ，感動するんですよね。  

そういうのをやはり，ほかのところでも，ぜひ早川さんに広めていただいて，地域づ

くりはもちろん高齢者もいいんですが，若い人でも担えるというような地域づくりを，

これからも目指して，やっていけたらいいんじゃないかと思っております。以上です。  

湯 﨑 知 事： テーマの１つになっていると思うんですけれど，地域共生社会というもの，先ほど市

長もおっしゃっていただきましたが，やはり今，社会が，今というか，これまでずっと

基本的に近代化というのは，地域の人々の絆をできるだけ断っていくというような動き

になってきたわけですよね。  

昔だったら，我々の子供の頃でもそうですけれども，我々というの，私は今年56歳に

なるんですけれど，昭和世代なわけですけれども，近所のおじちゃんおばちゃんに面倒

見てもらったとか，なんか晩ご飯の時間になったら友達の家にいたら「ご飯食べていき

んさいや」って言われて，そのまま食べていくと。  

今はちょっとなんかそういうこと，なかなかないじゃないですか。  

もっと昔は，もう地域の子供らは，その辺で遊んでいて，誰かが，大人が見ていると

か，あるいは冠婚葬祭も自宅でやったりとか，そういったことが本当に昔はありました

よね。  

それがどんどん役割分担して，子供は保育園に預ける，生活に困ったら，お互いみそ

とかお米を融通するんじゃなくて生活保護で，そういう風に，すごく地域のつながりを

切るようなかたちでやってきたんですよね，お互い干渉されたくないと。  

こういう社会の中で，今度はもう一回，その地域の絆をつくりなおしていくというの

はとても大変なことで，お互いが，やはり多くの皆さんがそこに支え合うというところ

に参加をしていくということが重要で，そこは高齢の方もそうだし，子供たちも，子供

たちが高齢の皆さんの元気のもとになっていくということも，立派な支え合いだと思い

ますけれども，そういう社会を目指していこうというのも，実はこのビジョンの中の大

きな目指すところでもありますね。  

本当に，そういう意味では多様性，そういう中で多様性を受け入れないと，若い女性

が発言すると，若いということと女性だということで拒否されちゃうみたいなことで，

それだったら今みたいな地域共生社会というの，生まれないという，新しい時代の地域

共生社会を目指していこうというのが，一つ大きな方向だと思いますね。  

ほかにはいかがでしょうか，どなたか。光井さん，お願いします。  

光 井： 私自身も市民センターに行って，地域の高齢の方とか活躍されている方とかと，接点

が欲しいなという思いはあるんですけれど，やはり民生委員さんとか町内会長さんとか，

もう活躍されている人たちが固定されている状況で，なかなか若いお母さんたちが，ち

ょっと入っていきたいなというような隙がないように見えてしまって，なんか例えば町

内会長さんの負担が結構あるような，いろいろなお仕事があると思うんですけれど，そ

のボランティアでやっておられると思うんですけれど，自治会に配布されるような予算

で，ちょっとお母さんにお小遣い程度で経理やってもらうとか，なんかそういったお母

さんたちの経験が積めるような，再就業するまでの時期に，生涯学習の一環でリカレン

ト教育という風に言われていると思うんですけれど，なんかそれが大学で学び直すとか，

なんかそういうハローワークの研修に行くとかという知識を付けるだけで，多分留まっ
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ていて，経験をするというところに，まだ介入できていないような気がしているんで，

それをなんか地域の中で枠組みを作っていくとか，何か例えば広報とか，いろいろポス

ティングをしていく役割があるけれど，腰が痛くて最近歩けないからしんどいわ，みた

いな方の代わりに，子供を連れてお散歩するついでにポスティングするということで，

ちょっとお小遣い稼ぎができたらやってみたいな，みたいな人がいるかもしれないんで，

なんかやはり働く，フルタイムで働く手前の枠組みみたいなのを，もうちょっと具体的

に県で考えていただけたらいいなというのは思います。  

湯 﨑 知 事： なるほどね。  

特に経験とか体験とか実践というところが，教育の大きな部分を占めるという意味に

おいては，いろいろなところに，そういうチャンスがあるんじゃないかということです

ね。  

そういう地域での取り組みはもちろん，子育てそのものも大きな経験，体験じゃない

かと思いますけれども，うまくそれを活用できるような仕組みが確かにあるといいです

ね。  

その地域社会という中で，地域共生社会という中で，またいろいろと考えていけたら

なと思いますが。  

ちなみに，そういう経験，体験を大事にしようというのは職場でも本当に言えること

で，これも何度も例に出して，うちの県庁の人事に大変申し訳ないんですけれど，県庁

なんかでも，多分，廿日市市なんかでも，そういう風な言われ方をすると思うんですけ

れど，育休だとか取っていると，特にやはり女性が多いじゃないですか。  

育休を４年とか５年取っているんで昇進が遅れますと，遅れていますと，経験が足り

ませんという風に，自動的にそういう風になっちゃっているわけなんですよ。  

それはおかしいじゃないですかと。  

だって育児とかで，やはりいろいろな経験をしていて，しっかりといろいろなことの

マネージメントの力だとか，あるいは人の共感力だとか，それって課長とかなるには非

常に重要なスキルだとか能力だったりするじゃないですかと。  

だから自動的に育休何年だから，その分，遅れているという，そういう風な考えはお

かしい，そういう実世界の，経験というのはいろいろなところで，でき得るということ

で，逆に地域の経験をすることによって自らを高めるということも，非常に重要なこと

かもしれないということですよね。ありがとうございます。  

その他，いかがですか。松本市長，どうですか。ごめんなさい，大島さん。  

大 島： 先ほどから結構まちづくりの話があったんで，その点で，もう１点だけ。  

廿日市だと最近，共同でやるまちづくりというのを今年は取り組んで，私も参加させ

てもらったんですけれど，さっきのいろいろな団体とかあるんですけれど，お互いを知

らないといけないなって思っています，もっと。  

なので，なんていうんですか，その団体に偏る，僕もいろいろな団体に属しているん

ですけれど，属しているからこそ，やはりその枠にはまってしまう部分もあるので，そ

の枠を取り払って，本当にみんなが話す場とか，そういうのが，それって多分，行政主

導じゃないとできないなと思うし，後は昔からやっている地域の祭りというのが最たる

もんじゃないかと思っていて，その祭りの参加者も団体とか，なんだろう，地域とか関

係なく一つのことに向かっていけるという活気が，今，特にコロナでできていないんで，

そういったのが今後できていったらいいなと思っています。  

今日は特にデジタル推進というので，どんどん話をしたんですけれど，結局アナログ

な部分というのも，すごくまちづくりとかというのは大事なので，例えば市民会議とか

県民会議とか，よその人とか地域を知るという場が今後もどんどん増えていったら，い

いまちになっていくんじゃないかと感じています。  

私も元々，大野というところで生まれ育ったんですけれど，その地域がすごく田舎で

嫌で，大学時代，県外，関東の方に行ったんですけれど，帰ってきて，すごくいいまち

だなってあらためて思うし，自分が子供の頃，川で遊んでいた写真というのが，昔，商

工会の50周年というので見つかって，なんか自分と妹が川で魚をつかみ取りしているの

を，実は地域の僕の先輩が，それを企画してやってくれていたとか，そういった本当に

祭りとかで地域を知るってことが，やはりいろいろないいまちになっていくんじゃない

かと感じています。以上です。  

湯 﨑 知 事： ありがとうございます。  

お互いを知るというの，やはりデジタルだけじゃ知りきれないし，そういう機会，ま
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たいろいろな壁，そういうものがないよう，あるいはそれを取っ払って，知り合ってお

話をしてという，そういうことですよね。  

適散・適集と同じような話で，デジタルとリアルも，やはりうまく組み合わせてやら

ないと，デジタルだけでは駄目だし，リアルだけだと今の新しい時代に追いついていけ

ないということがある。  

これをうまく組み合わせるということが重要かとも思いますよね。  

すみません，さっきちょっと振りかけてすみません。  

松 本 市 長： 地域での経験，共同のまちづくりというお話がありました。  

まさにそのとおりで，当然これからいろいろ多様化する，市民ニーズが多様化する中

で行政だけではまちづくりできませんで，市民の皆さんと一緒になってしていかなけれ

ばならない。  

先日，職員の前での講話でもお話をしたんですけれども，地域の皆さんにお願いをす

る前に，まずは私たち自身がまちの中に出ていく必要があるんじゃないか，ちょっとそ

れが足りていないんじゃないのかというお話をしました。  

実際頑張っている，今日も職員来てくれていますけれども，頑張っている職員たくさ

んいるんですが，全体としてみると，やはりもう少し地域に出ていく量というのが足り

ていないのかと。  

実は廿日市には採用して３年目の職員は地域に出ていくという制度をしておりまして，

今年も３年目の職員は市里さんのところの串戸で大変お世話になっています。  

やはりそうやって地域の人たちが，いかに市役所に期待を持っているのかと，疑問を

持っているのかと，そういったことを知れば，やはり職員としてもモチベーションも上

がっていくので，どんどん皆さん出ていくべきだというお話をしていますから，まだま

だ足りていないかもしれませんが，職員も一緒になってこれから出ていこうと思ってい

ます。  

皆さんと一緒にまちづくりを進めていきたいと思っていますので，引き続きご指導い

ただけたらと思っています。  

湯 﨑 知 事： ありがとうございます。  

そろそろ時間も迫ってきたんですけれど，これをちょっと言い残したら，とてもじゃ

ないけれど帰れません，みたいなものがあれば，どなたか。  

早川さん，大丈夫ですか。  

早 川： 毎年この時期いつも思うんですけれど，市の職員の方たちの異動が，もういなくなっ

てしまったのという，毎年この時期に，せっかく話を密にとれてきた，あの職員さんが，

「えっ」というのが，いつもショックであることで，なんか早すぎるなというのをいつ

も感じています。  

これだけは言っておきたいものでした。  

なんか適材適所で，すごく活躍してくれる職員さんたちと一緒に市民がやっていくこ

とになったことに対して，余裕を持った人事をしていただけると，すごくうれしいなと

思っております。以上です。  

湯 﨑 知 事： ありがとうございます。  

行政の職員の方は２年とか３年で変わって，なんら違和感なく次の仕事をやっている

と思うんですけれど，事業者の皆さんとか地域の皆さんとかというのは変わらないです

から，もう10年，20年，皆さんやっていらっしゃる中で，役所の人というのはどんどん

替わるよなって，蓄積が，せっかくの蓄積が失われていくというのは本当にもったいな

いことですよね。  

ちなみに広島県では今，大体，異動率という，職員の全体に対して何人ぐらい異動し

ますというのは２割ぐらい，つまり20％異動に，それは何を意味するかというと，５年

に１回ということですよね，平均して。  

そういう風に今ちょっと延ばしているところでありまして，人材育成の観点から，全

く異動しないというのも困るんですけれど，５年に１回というのは30年に６回ですから，

課長とか，そういうポストも含めて，ちょっと目指していきたいなと思っています。  

時間がまいりました。  

本当に今日もたくさんのいろいろな御意見をいただきまして，本当にありがとうござ

います。  

本当に今，すごく変化をしている時代にあって，やはりまちづくりというのはすごく

基本ですよね。  
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今お話しいただいた皆さんの問題意識とか取り組みということについても，やはりそ

うやって皆さんお一人お一人が活動されることで出てくる疑問だとか，こうだとか，問

題意識だとかということだと思うんですが，それこそがやはり私は広島県，廿日市市と

いうまちをつくって，それから広島県をつくっているんだという風に，あらためて思う

んですね。  

こうやって今日来ていただいた皆さんというのは，いろいろなことを人ごとにせずに，

自分ごととして取り組んでいただいているという方々ばかりだと思うんですけれども，

本当にそういう力で広島県が前に進んで，みんなで力を合わせて，このビジョンにある

ような10年後，さらには30年後の広島県，みんながやはりここにいて良かったなと，ま

ず安心の土台，まちづくりで安心の土台をつくって，そして誇りを高めて，そしていろ

いろな人がそこから挑戦をして，いろいろなことが実現できるという，そういう社会に

していきたいなと思います。  

今日は本当にありがとうございました。これからもどうぞよろしくお願いします。本

当にありがとうございました。  

 

閉  会 
司 会： 皆様，ありがとうございました。  

これをもちまして「ひろしまの未来を語るin廿日市」を終了いたします。  

本日は御協力いただきまして誠にありがとうございました。  


